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発行金木町役場編集企画室

●

一

詞

第2回金木町凧あげ大会

１
１ 七

日
午
前
十
時
か
ら
、
金
木

町
中
央
公
民
館
前
で
、
第
二
回

凧
あ
げ
大
会
が
行
な
わ
れ
、
搬

況
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の

大
会
で
愛
好
家
が
埆
え
、
今
回

の
大
会
に
も
町
内
外
か
ら
約
二

百
人
の
人
た
ち
が
参
加
、
持
ち

寄
っ
た
自
慢
の
凧
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

、

●
、

こ
の
日
は
、
凧
を
あ
げ
る
に

は
も
っ
て
こ
い
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
折

り
突
風
に
あ
お
ら
れ
、
参
加
し

た
子
供
や
大
人
た
ち
は
凧
糸
を

操
る
の
に
一
生
懸
命
で
、
ま
わ

り
の
人
た
ち
か
ら
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。
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①
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戸

金 木だより（2）

:なく豊

■■
鱈
宴
等
の
豪
華
さ
が
増
す
傾
向

に
あ
り
、
各
地
で
「
会
費
制
結

婚
波
露
宴
」
を
呼
び
か
け
て
き

て
い
ま
す
。

当
町
で
も
、
昭
和
五
十
六
年

か
ら
新
生
活
推
進
協
議
会
（
会

長
・
田
中
豊
蔵
町
長
）
を
中
心

に
「
公
民
館
方
式
結
婚
披
露
宴
」

を
強
力
に
推
し
進
め
、
会
費
制

で
無
理
な
く
、
無
駄
を
は
ぶ
き
、

－1

■■
時
代
の
流
れ
と
共
に
結
婚
波
合
理
的
に
行
な
お
う
と
皆
様
に

●
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

だ
。

昨
年
は
、
日
常
生
活
の
見
直

し
か
ら
町
民
の
関
心
も
高
ま
り

公
民
館
利
用
の
結
婚
式
の
う
ち

半
数
が
公
民
館
方
式
に
よ
る
も

の
で
す
。

合
年
は
よ
り
一
層
の
推
進
を

図
ろ
う
と
回
覧
、
広
報
等
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

堅

pF

ウ

公
民
館
方
式
に
よ
る
結
嬬
披

露
宴
は
、
会
甜
七
千
円
以
内
と

し
、
時
間
は
三
時
間
確
度
で
終

わ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
新
婦

の
お
色
価
し
は
三
回
以
内
に
と

ど
め
る
。

結
納
金
は
釦
万
円
以
内

結
婚
準
備
は
、
蚊
初
必
要
な

も
の
だ
け
に
と
ど
め
、
結
納
金

は
現
金
で
五
十
万
円
以
内
、
女

性
の
し
た
く
金
は
百
万
円
以
内

に
し
、
結
婚
資
金
は
計
画
的
に

被
み
立
て
等
で
準
備
し
ま
し
ょ

、
「
ノ
。

司
会
等
も
公
民
館
が
協
力

ま
た
、
ご
要
望
に
応
じ
て
、

披
露
宴
の
運
営
（
司
会
、
レ
コ

ー
ド
係
等
）
、
会
場
の
設
営
（

席
に
つ
け
る
名
札
、
式
場
、
玄

関
な
ど
の
石
板
等
）
、
物
品
の

注
文
（
お
膳
、
酒
顛
、
お
菓
子

等
）
も
行
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
使
用
料
を
減
免
（
暇
房
料
は

実
衝
を
徴
収
）
す
る
な
ど
、
で

き
る
限
り
の
協
力
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。

公
民
館
方
式

結
婚
披
露
妻

●
お
祝
い
・
お
見
舞

お
祝
い
、
お
兇
舞
等
は
二
千

円
以
内
と
し
、
お
返
し
は
ハ
ガ

キ
礼
状
に
と
ど
め
る
よ
う
に
す

る
。
ま
た
賎
別
は
や
め
る
よ
う

に
す
る
。

◇
◇

「
公
民
館
方
式
」
に
よ
る
結

一
般
香
典
は
一
千
円
以
内
と

し
、
花
輪
の
代
わ
り
に
花
輪
ポ

ス
タ
ー
を
供
え
る
よ
っ
に
す
る
。

ま
た
、
通
夜
の
席
に
は
酒
類

を
出
さ
ず
に
、
茶
菓
子
程
度
に

し
、
香
典
返
し
は
廃
止
し
て
ハ

ガ
キ
礼
状
と
す
る
。

祭
堀
は
、
団
体
備
え
付
け
の

も
の
も
利
用
で
き
る
。

葬
祭

一
般
香
典
は
一
千
円

神明町町内会が

新生活運動を展開
神明町町内会（成田勉逸会踵）

では、昭和56年度あすなる喋災連

動折らしい村づくI)運動実践集l刑
として県から指定きれ、うるおい

とまとまりのある地域（町内）づ

<I)に取り組んでいます。

指定期間は昭和56年度から3カ

年で、初年度は花づくI)や環境轆

"'IF業を実施しました。

昭和57年度は、これからの小業

を引き続き実施するほか、公災館

方式による結婚式など、町内会あ

げて新生活運動に取り組むことに

しており、成果が期待されており

ます。

。

婚
披
露
宴
を
行
な
っ
た
方
々
に

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、
い
ず

れ
も
「
公
民
館
方
式
に
し
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、

ま
た
招
待
者
の
方
に
も
高
額
な

負
担
を
か
け
ず
に
済
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
運
動
を
推
し
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
全
町
民

が
一
丸
と
な
り
、
新
し
い
も
の

へ
と
目
を
向
け
、
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
や
詳
し
い
こ
と
は

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事務局

金木町

中央公民館

壷3－3581



(3) 金木だより

第
二
十
四
回
金
木
町
民
ス
キ

ー
大
会
が
、
去
る
二
月
二
十
一

日
午
前
八
時
半
か
ら
嘉
瀬
ス
キ

ー
場
で
開
か
れ
、
約
二
百
六
十

人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
名
誉
大
会
長

~霊4回声
援
を
送
ら
れ
が
ん
ば
る
選
手
た
ち

町
民
ス
キ
ー
大
会
纈
誕
腓

の
田
中
豊
蔵
町
長
が
「
寒
さ
に

負
け
ず
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
揮
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
ど

と
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い
て
秋
元

武
治
町
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
金
木
中
三
年
の
斎
藤
胤
美

二
百
六
十
名
の
選
手
が
参
加

愚
画
く陸 ●ヨ

〆

さ
ん
が
選
手
宣
誓
、
町
体
育
協

会
副
会
長
の
泉
谷
久
治
審
判
長

の
注
意
の
あ
と
、
回
転
な
ど
四

種
目
の
競
技
に
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

一
回
転
】
▽
小
学
校
男
子
①

西
村
信
哉
（
金
木
）
②
浅
利
勝

博
（
川
倉
）
③
阿
保
圭
三
（
同
）

▽
同
女
子
①
徳
田
百
皇
（

金
木
）
②
鳴
海
美
保
子
（
嘉
瀬
）

③
外
丸
祐
美
子
（
金
木
）

▽
中
学
校
男
子
①
中
谷
隆

之
（
金
木
）
②
斎
藤
修
三
同
）

③
西
村
伸
彦
（
同
）

▽
同
女
子
①
青
木
優
佳
（

金
木
）
②
白
川
あ
さ
子
（
同
）

③
斎
藤
胤
美
（
同
）

▽
高
校
・
一
般
男
子
一
部

①
小
山
内
実
章
②
秋
元
令
士
③

松
本
州
弘

▽
一
般
男
子
二
部
①
飯
塚

均
②
泉
谷
寛
爾
③
田
中
馨

▽
同
三
部
①
其
田
秀
幸
②

松
橋
商
秋
③
斎
藤
正
悦

▽
高
校
・
一
般
女
子
一
部

①
松
橋
敬
美

▽
一
般
女
子
二
部
①
泉
谷

加
千
子
②
其
田
文
子

▽
同
三
部
①
阿
部
千
恋
子

【
飛
躍
】
▽
小
学
校
①
秋
元

謙
也
（
嘉
瀬
）
②
古
川
健
一
（

喜
良
市
）
③
須
崎
秀
勝
（
嘉
瀬
）

▽
中
学
校
①
大
橋
一
人
（
南

中
）
②
永
沢
雅
寿
（
同
）
③
大

橋
淳
哉
（
同
）

［
距
離
一
▽
小
学
校
男
子
①

中
谷
光
宏
（
川
倉
）
②
古
川
嘉

彦
（
喜
良
市
）
③
岡
田
戒
（
喜

良
市
）▽

同
女
子
①
中
谷
広
美
（

三
月
五
日
、
昭
和
五
十
六
年

度
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
中
央

公
民
館
で
行
な
わ
れ
、
今
年
度

金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

ひ
四
十
二
名
が
受
賞

川
倉
）
②
工
藤
真
希
子
（
喜
良

市
）
③
泉
谷
麻
起
子
（
川
倉
）

▽
一
般
男
子
二
部
①
小
山

内
道
也
②
宮
崎
節
夫
③
横
山
定

栄

▽
同
三
部
①
白
川
盟
光

｛
リ
レ
ー
一
▽
小
学
校
男
子

①
川
倉
Ａ
②
喜
良
市
Ａ
③
川
倉

Ｂ

▽
同
女
子
①
川
倉
②
喜
良

市
③
金
木

▽
中
学
校
男
子
①
金
木
南

Ｂ
②
金
木
南
Ａ

活
蝿
し
た
次
の
四
十
二
名
を
表

彰
し
ま
し
た
。

青
商
徳
田
耕
一
（
剣
道
）

木
高
大
橘
里
香
子
（
ソ
フ
ト
）

″
領
崎
千
恵
美
（
〃
）

金
高
教
員花

田
慎
（
陸
上
）

金
高
川
口
渉
（
〃
）

″
工
藤
浩
美
（
ス
キ
ー
）

″
福
山
和
人
（
重
量
拳
）

″
藤
田
和
彦
（
〃
）

″
野
村
信
行
（
〃
）

″
清
野
司
（
〃
）

金
中
山
田
勉
（
野
球
）

金
中

″″″″″″″″″″″″″″
南
中

″″″″″″″″″″ 〃〃〃〃〃

中
元
昌
也
（
野
球
）

中
谷
文
治
（
〃
）

田
中
光
春
（
〃
）

内
藤
伸
大
（
〃
）

白
川
伸
二
（
〃
）

結
城
嗣
雅
（
〃
）

栄
利
準
（
〃
）

藤
本
貴
久
（
〃
）

三
浦
健
也
（
〃
）

斎
藤
胤
美
（
ス
キ
ー
）

青
木
優
佳
（
〃
）

木
下
由
香
子
（
ソ
フ
ト
）

阿
部
育
子
（
〃
）

桑
田
恵
子
（
〃
）

角
田
富
士
子
（
〃
）

渋
谷
裕
子
（
陸
上
）

花
田
智
彦
（
バ
レ
ー
）

松
川
勝
利
（
〃
）

吉
崎
文
仁
（
〃
）

飯
塚
博
美
（
〃
）

大
橋
則
正
（
〃
）

野
呂
正
幸
（
〃
）

黒
川
哲
治
（
〃
）

山
中
一
宏
（
〃
）

津
田
良
仁
（
〃
）

木
村
環
（
〃
）

山
中
豊
稔
（
〃
）

山
中
巧
（
〃
）

棟
方
友
満
（
〃
）

柴
田
薫
（
ス
キ
ー
）

桑
田
昌
佳
（
〃
）

L
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金木だより（4）

金
木
町
で
は
、
町
褒
賞
規
則

に
基
づ
い
て
、
褒
賞
審
査
会
を

開
き
審
査
し
た
結
果
、
次
の
方

々
に
記
念
品
を
賊
り
褒
賞
し
ま

し
た
。〈

自
治
功
労
褒
賞
〉

山
中
則
男
（
町
職
貝
加
年
以

上
勤
続
）
外
崎
忠
（
同
）
田
中

芳
春
（
同
）
中
谷
弘
子
（
同
）

前
田
清
信
（
同
）
松
江
正
太
郎

税だより一一一国○

昭和56年度金木町褒賞 o確定申告が間違っていたときは

14名の功労者

を表彰

所得税の確定申告書に計算違いなどの

誤りのある人や、うっかりして確定申告

を忘れている人はおりませんか。もし、

間違いや申告を忘れていることに気付い

た人はすぐ'に次の手続きをしてください。

＜税額を少なく計算していたとき＞

確定申告をした後で、納めた税金が少

なかったり、還付を'受けた税金が多いこ

とに気付いたときは「修正申告」をして

くだきい。

税務料から調盗を受ける前に進んで修

正申告をしたときは、加算税はかかl)ま

せん。

＜税額を多く計算していたとき＞

確定III告をした後で、税金を納め過ぎ

ていたI)、還付を受けた税金が不足して

いることに誠付いたときは「更正のjioi求」

をしてください。更正の‘淌求ができる期

|川は、申告期限から1年i川（昭和58年3

月15日まで）です。

＜確定申告を忘れていたとき＞

II](&子を忘れていたときは、期限後でも

申杵できますが、税務署から‘凋介を受け

る前に進んで申告した場合は、加榊:税の

取扱いがｲj利になります。

修正IIj許、史正の,il'j求、期限後III杵を

する場合の用紙は税務群にあ'）ます。

なお、詳しくは、お近くの税務棚談宗

や税務将にお尋ねくだきい°

（
金
木
病
院
加
年
以
上
勤
続
）

〈
特
別
功
労
褒
賞
〉

尾
野
正
二
（
学
校
医
）
相
馬

京
子
（
社
教
振
興
、
婦
人
会
）

外
崎
惣
五
郎
（
納
税
組
合
長
加

年
以
上
）
三
上
義
祝
（
消
防
団

貝
訓
年
以
上
）
前
田
芳
信
（
同
）

吉
田
米
逸
（
同
）
今
義
弘
（
同
）

長
尾
忠
信
（
同
）

猫
●'ふ

■
■
■
■
Ｆ
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li』心 3

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会

定
時
総
会
開
か
れ
る

去
る
三
日
、
金
木
地
区
交
通
計
画
案
、
会
計
予
算
案
の
審
議

安
全
協
会
（
今
与
八
郎
会
長
）
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

の
昭
和
五
十
六
年
度
定
時
総
会
最
後
に
、
田
中
盤
蔵
町
長
か

が
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
ら
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
懇
親

し
た
。
会
に
移
り
ま
し
た
。噸

同
日
午
前
十
時
、
交
通
犠
牲

者
に
対
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
、

交
通
安
全
功
労
者
及
び
優
良
運

転
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
太
田
出
二
同
副
会
長

吉
見
善
七
金
木
警
察
署
長
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述
べ
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告

等
及
び
昭
和
五
十
七
年
度
事
業

国税だより ○

0
◆
例
年
、
三
月
か
ら
Ⅲ
月
に
か

け
て
の
学
年
末
は
、
進
級
や
就

職
シ
ー
ズ
ン
に
当
た
る
た
め
、

少
年
ｎ
身
に
心
理
的
不
安
や
動

揺
が
激
し
く
、
非
行
に
は
し
っ

た
り
、
家
出
し
た
り
す
る
少
年

が
多
く
な
り
ま
す
。

家
出
の
原
因
や
動
機
は
、
「

家
庭
問
題
」
「
学
校
問
題
」
そ

れ
に
「
友
人
・
異
性
問
題
」
に

よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

男
女
別
に
み
ま
す
と
、
女
子

が
全
体
の
六
割
を
上
回
っ
て
お

り
ま
す
。

特
に
、
少
年
の
家
出
は
所
持

金
も
少
な
く
無
計
画
に
行
な
わ

れ
る
た
め
、
家
出
途
中
に
非
行

に
は
し
っ
た
り
、
暴
力
団
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る
と
い

っ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

各
家
庭
で
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
少
年
の
家
出
を
な
く

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
親
子
の
対
話
を
多
く
し
て
、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め

西
北
五
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

学
年
末
の
少
年

家
出
を
な
く
そ
う

ま
し
よ
う
。

○
子
供
の
悩
み
や
、
心
配
ご
と

を
よ
く
聞
い
て
や
り
、
早
い

う
ち
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
供
の
日
常
の
行
動
を
よ
く

つ
か
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
出
少
年
に
つ
い
て
は
、
一

刻
も
早
く
発
見
し
て
保
護
し
て

や
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
大

切
で
す
。
警
察
で
は
、
こ
の
シ

ー
ズ
ン
に
関
係
機
関
と
協
力
し

家
出
少
年
の
発
見
保
護
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
例
を
み
る
と
、
家
出

少
年
は
駅
待
合
室
や
喫
茶
店
、

そ
れ
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。こ

の
た
め
、
街
頭
で
の
活
動

を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

家
出
と
思
わ
れ
る
少
年
を
発
見

し
た
時
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通

報
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。



声 可

金 木 だ よ り(5）

日
間
、
町
役
場
に
お
い
て
金
木

町
農
業
大
学
が
開
議
さ
れ
、
約春

の
全
国
交
通
安
全
運
動

〃
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

二
月
十
七
日
、

4月6日～15日 〃
冷

害
〃
こ
と
し
こ
そ
克
服

農
業
大
学
講
座

十
八
日
の
二

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
十
日
間
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

昭
和
四
十
六
年
以
降
年
々
減
り

お
お
む
ね
ピ
ー
ク
時
の
半
分
に

な
り
ま
し
た
が
、
交
通
事
故
の

発
生
件
数
と
負
傷
者
数
は
、
、
近

年
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
死
傷

者
数
は
年
間
六
十
万
人
を
超
え

六
十
人
の
農
家
の
人
た
ち
が
参

加
、
熱
心
な
学
習
ぶ
り
を
み
せ

ま
し
た
。

■
■
Ⅳ
〃

初
日
の

客
■

胸
識
一
蝉

鋤
が
「
農
業

：
息
Ⅷ

る
一
は
町
の
基

蔀
幹
産
業
で

学
あ
り
、
二

一
一伽

年
続
き
の

ゞ
す
全
体
に
大

１
吟
・

た
Ｔ
‐
｜

き
な
影
響

●
て
い
ま
す
。

今
回
の
運
動
は
、
さ
ら
に
一

層
交
通
躯
故
の
防
止
を
図
る
た

め
、
す
べ
て
の
人
が
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
標
に
、

▽
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
交
通

事
故
防
止

▽
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
自

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
今
年
は
農

家
所
得
の
向
上
に
つ
い
て
町
は

も
ち
ろ
ん
、
農
家
の
英
知
を
結

集
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
さ
っ

そ
く
講
義
に
入
り
ま
し
た
。

初
日
の
購
義
は
、
「
行
政
改

革
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
」

「
今
年
の
稲
作
期
間
の
天
候
の

見
通
し
と
稲
作
気
象
」
と
題
し

て
今
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
な
ど
に
つ
い
て
の
簿
斌
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
「
転
作
作
物
（

大
豆
・
小
麦
）
の
埆
収
技
術
に

つ
い
て
」
「
冷
害
に
対
処
す
る

稲
作
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、

農
業
技
術
を
中
心
と
し
た
講
義

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

転
卓
の
安
全
利
用
の
促
進

▽
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無

謀
運
転
の
防
止

の
三
項
目
を
麓
点
に
、
幅
広

い
国
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

Ｉ
レ
ト
卜
口
元
／
◎
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戸 籍の窓
’

坂
本
憲
希
（
茂
）

泉
谷
圭
祐
（
宣
秀
〉

花
田
ひ
と
み
（
勝
司
）

木
村
亜
由
子
（
文
昭
）

浜
田
誉
子
（
尚
人
）

今
佳
子
（
雅
稔
）

お
め
で
と
う

（
２
月
）藤

枝
川
倉

金
木

嘉
瀬

″

喜
良
市

、

ソ

●
秋
元
大
志
（
幸
彦
）
嘉
瀬

北
川
小
牧
（
大
成
）
金
木

原
田
勢
歩
（
正
栄
）
中
柏
木

山
口
修
平
（
信
保
）
金
木

吉
田
寓
貴
子
（
斉
）
〃

山
中
大
樹
（
義
雪
）
中
柏
木

松
本
佳
子
（
隆
）
金
木

工
藤
晃
嗣
（
正
春
）
〃

今
崇
継
（
光
国
）
喜
良
市

前
田
華
那
（
勉
）
神
原

佐
藤
千
鶴
（
光
弥
）
金
木

一一 へ一一～一一ヘ－－－一一ヘ一一～一一へ一一へ一一 へ一一－

五花花佐今角櫛沢三山今棟石泉柑今工徳大木
十田田藤田引田 浦田方岡谷馬藤田関村
嵐 恵由
奈公 史憲ひ正順国利ゆ文美祓直伝 怜
保仁子活さ男子明子進り弘子彦子隆忠幸子長
子へ‐～一、一､ヘヘヘーーーー布へ〃～ヘヘヘへ ～ ～ へ

萎避窯霊謹螢零罐謹望
弘金東金喜一深嘉金長喜趣市一柏喜車蒔横嘉
前 京良金浦野良田浦金良力浜
市木都木市木町瀬木県市町村木村市村田町瀬

お
し
あ
わ
せ
に

二
月
号
で
、
名
前
や
住
所
の

間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

白
川
拓
広
（
裕
真
）
蒔
田

一冬

白
川
拓
廣
（
裕
真
）
蒔
田

伊
藤
民
弥
（
沁
歳
）
嘉
瀬

↑

伊
藤
民
弥
（
沌
歳
）
喜
良
市

三
上
半
次
郎
（
的
歳
）
神
原

白
川
キ
ク
（
沁
歳
）
金
木

今
佐
市
郎
（
即
歳
）
喜
良
市

伊
丸
岡
直
作
（
副
歳
）
〃

竹
内
正
雄
（
諏
歳
）
藤
枝

黒
川
多
一
郎
（
田
歳
）
喜
良
市

木
立
い
せ
（
弘
歳
）
嘉
瀬

鈴
木
と
め
（
刈
歳
）
〃

白
川
サ
キ
（
杓
歳
）
川
倉

神
勇
助
（
帥
歳
）
〃

永
坂
ソ
ョ
（
記
歳
）
〃

÷一÷

山 横 高 菊 鯛 長 足 今
本山僑池岡尾立
二ミ

恵常美一雅文、ソ研

子 信 子 幸 子 廣 子 司
へヘ

ミ金へへ〃~､へ〃～~、

ｷ之墜線雛
ヨ助一〆ー〆、_へ-，一一
ーー

東喜金名横神栃喜
京良古浜木良
都市木屋市原県市

－
１
応
伸
詫
び
』

お
く
や
み
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お知ら
環境衛生

営業相談室のお知らせ ｜献血にご協力を？
こまったときのため、こまって

いる人のために皆さんのご協力を

お待ちしております。

口日時・場所

4月23日㈲

午前10時30分～正午まで

金木町役場前

午後1時30分～2時20分まで

公立金木病院前

午後2時30分～3時30分まで

自動車学校前

ナ

環境衛生関係営業の経営の合理

化、近代化、衛生設備の改善など

に、営業者の皆さんに役立ててい

ただくため、相談室を開設してお

ります。お気軽にご利用ください。

口設置場所

青森県環境衛生同業組合連合会

青森市篠田1丁目14の16

（青森駅西口前）

"0177-81-6072

口相談内容

(1)経営の近代化、合理化、衛生

設備の改善等について

(2)融資、税務、労務、経理等

(3)消賀者の苦情等について

(4)その他営業上の諸問題

口相談日

(1)毎週月唯日から金硴日

午前10時から午後5時まで

自然休養村管理

センターの利用について

股関節脱臼検診｡

口日時

4月21日附

午後1時30分～2時

口場所

金木町中央公民館

口 対 象

昭和56年12月～昭和57年2月生

まれ（2ヵ月～4カ月児）

．－~－I

社会福祉のために

●

●2月12日、川介の中谷雑行

さんが、先頃亡くなった母

親の番典返しの1部として

現金10万IIIを町社会綿祉協

議会に寄付されました。

●3月2H、金木ライオンズ

クラブ(阿部定一会及)が、

1211のクリスマスパーティ

ーの益金でタオル21()本を

町社会柵祉協俄会に海付さ

れました。

(2)相談は無料です。面接､文書、

電話等いずれの方法でも差し

支えあI)ません。

(3)相談の秘密は厳守します。

口相談貝

(1)経営指導貝(厚生省、県委嘱）

(2)各環境衛生同業組合所属の経

営特別相談員
240円、中･高校生120円、小学

生100円です。

児童生徒の明るい選挙啓発標語集⑦’

○l票で決まる金木の未来一---.---------.---------.----.--‐

○町民の明るい笑顔、クリーン選挙一---------------.-----．

○あなたです。違反するのも守るのも・・-.---------.----．‐

○街を守るのもこわすのもあなたです---.------------.--

打 越 文 彦

外崎賢吾

今正彦

宮丸恵久美

金木中3年

〃

〃

″
’

ロ ー ーーー一一一一韓一=一一一一〒 一一pa-

業祁名

理容業

美容業

旅館業

クリーニング業

公衆浴場業

興‘,ざ行

すし91業

麺類業

食肉業

相談日(毎週）

第4月曜日

第2月曜日

第1木曜日

第3水曜日

第1月曜日

第2火曜日

第3火曜日

第3月曜日

第2水曜日研修 室
(60人）

小会議室
(2()人）

休憩室
(8人）

暖房 料

貸切 使用

9時～16時
(1時間当）

300円

200

200

実費を徴収する

16時～21時
（1時間当）

4oo円

250

250


